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パウロはガラテヤの教会への手紙に、「主イエス・キリストの十字架のほかに、誇るもの
が決してあってはなりません」と記しています。同じパウロは十字架について、コリン
トの教会への手紙には、次のように記していました。

「キリストがわたしを遣わされたのは、洗礼を授けるためではなく、福音を告げ知らせ
るためであり、しかも、キリストの十字架がむなしいものになってしまわぬように、言
葉の知恵によらないで告げ知らせるためだからです。（1コリント 1章 17節）」

福音を告げるものが「言葉の知恵に」頼っていては「キリストの十字架がむなしいもの」
となると告げるパウロは、その十字架こそが、信仰者の唯一の誇りであるのだと強調し
ています。

信仰者の唯一の誇りである十字架とは一体なんでしょうか。それは、神ご自身が自ら創
造されたいのちに対して、ご自分のいつくしみの心を、ご自身をいけにえとしてささげ
るという目に見える具体的な行動としてあらわした、主の愛の心そのものです。

ルカ福音には、イエスが 72 人を任命し、「ご自分が行くつもりの全ての町や村に 2 人ず
つ遣わされた」と記されていました。福音を告げるようにと遣わされた宣教者は、神の
支配の確立である平和を告げしらせ、その告知は病人のいやしという具体的な行動を伴
っていたことが記されています。同時に福音を告げるようにと遣わされることはたやす
いことではなくて、「狼の群れに小羊を送り込むようなもの」と主ご自身が言われるよう
に、いのちの危機をも意味する数多の困難を伴う生き方です。まさしく主ご自身が十字
架を持って具体的にあかしをされたように、福音を告げしらせることも命懸けの具体的
な愛のあかしの行動であります。

信仰者は、すべからく福音を告げるようにと派遣されています。わたしたちは全て、福
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音宣教者であります。イエスは「ご自分が行くつもりの全ての町や村」へと弟子たちを
派遣されました。その町や村は一体どこでしょうか。もちろんすべてのいのちを創造さ
れ、この世界を創造された御父にとって、そのいつくしみはこの世界のすべてのいのち
に対して向けられています。ですから、するべき事は山積しているのです。福音が伝わ
っていない町や村は、わたしたちの周囲を見ただけでも、いくらでもあるではありませ
んか。ですから、「収穫は多いが、働き手は少ない」とイエスは言われます。いま、その
働き手が必要です。

働き手は誰でしょうか。誰か特別な人が司祭や修道者になれば、それで済むことなので
しょうか。召命を語ることは、ひとり司祭・修道者の召命を語ることにとどまるのでは
なく、すべてのキリスト者に対する召命を語ることでもあります。司祭・修道者の召命
があるように、信徒の召命もあることは、幾たびも繰り返されてきたところです。

第二バチカン公会議の教会憲章に、こう記されています。
「信徒に固有の召命は、現世的なことがらに従事し、それらを神に従って秩序づけなが
ら神の国を探し求めることである。自分自身の務めを果たしながら、福音の精神に導か
れて、世の聖化のために、あたかもパン種のように内部から働きかけるためである」（31）

弟子を 2 人ずつ遣わされたイエスは、ともに歩む教会の姿をそこに明示します。互いに
耳を傾けあい、互いに支え合い、互いに道を歩み続ける 2 人の弟子は、今共に道を歩む
教会に変わろうとしているわたしたちへの模範です。福音をあかしする人生をともに歩
みましょう。


